
梶
田
進
議
員
は
、
12
月
５
日
、
日
本
共
産
党
議
員

団
を
代
表
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、
学
校
運
営
の
改

善
と
戸
別
受
信
機
配
布
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
町
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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近
年
、
少

子
化
、
核
家
族
化
、
地
域
環
境
の

変
化
、
教
職
員
の
大
量
退
職
時
代

を
向
か
え
、
教
育
現
場
で
は
様
々

な
問
題
が
起
き
て
い
る
。
特
に
、

教
職
員
の
勤
務
状
況
は
厳
し
く
、

そ
れ
に
伴
っ
て
様
々
な
事
件
・
事

故
が
お
き
て
い
る
。
学
校
は
子
ど

も
が
安
心
し
て
、
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ

る
。町

内
小
中
学
校
の
職
員
室
の
灯

り
が
夜
遅
く
ま
で
点
い
て
い
る
が
、

教
職
員
の
勤
務
実
態
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

勤
務
の
多
忙
に
つ
い
て

は
、
学
校
間
格
差
、
個
人
差
、
時

期
的
な
こ
と
も
あ
る
が
、
遅
く
ま

で
学
校
で
仕
事
を
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

平
成
23
年
度
４
月
で
は
、
勤
務

時
間
を
超
え
る
１
箇
月
の
在
校
時

間
の
平
均
は
、
小
学
校
で
１
人
あ

た
り
約
68
時
間
、
中
学
校
で
１
人

あ
た
り
約
76
時
間
で
あ
る
。
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長
時
間
勤

務
と
な
る
理
由
と
し
て
、
授
業
教

科
の
準
備
の
他
、
一
般
事
務
的
仕

事
が
多
く
あ
る
こ
と
、
小
学
校
で

は
専
科
教
員
が
い
な
い
こ
と
、
中

学
校
で
は
部
活
動
の
指
導
な
ど
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

解
決
す
る
た
め
に
は
、
事
務
職

員
の
配
置
、
専
科
教
員
の
配
置
、

早
朝
、
土
・
日
部
活
動
の
中
止
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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ど
の
学
校
も
専
科
教
員

の
配
置
を
求
め
て
い
る
。
教
育
委

員
会
、
校
長
会
か
ら
も
提
案
さ
れ

て
い
る
事
項
で
、
関
係
機
関
に
要

望
し
て
い
る
が
、
財
政
的
な
面
か

ら
余
裕
あ
る
人
員
配
属
が
な
い
。

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
や
り
た

い
、
や
ら
せ
た
い
、
や
っ
て
も
い

い
と
い
う
、
生
徒
、
保
護
者
、
教

員
の
３
者
の
意
見
が
合

致
し
た
と
き
、
大
き
な

力
と
な
る
。
こ
の
想
い

を
大
切
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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教
員
の
車
が
帰
宅
途
中

に
盗
難
に
遭
う
と
い
う

事
件
が
発
生
し
た
、
午

後
８
時
ま
で
在
校
、
帰

宅
時
の
事
件
で
あ
っ
た
。

長
時
間
勤
務
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
仕
事
量

が
発
生
す
る
こ
と
が
問

代表質問を行う梶田進議員（１２月５日）

題
で
あ
る
。
人
員
不
足
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
な
い
か
。
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一
生
懸
命
や
っ
て
い
た

だ
け
る
先
生
で
、
日
頃
か
ら
の
取

り
組
み
も
し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ

る
先
生
で
あ
っ
た
。
疲
労
困
憊
し

て
い
る
ほ
ど
で
も
な
く
、
本
人
が

追
い
詰
め
ら
れ
た
気
持
ち
を
持
っ

て
い
る
状
態
で
も
な
か
っ
た
。
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文
科
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
教
職
員
の
病
気

に
よ
る
長
期
休
職
が
非
常
に
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
２
０
０
９
年

度
は
過
去
最
高
に
な
っ
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
増
加
理
由
と
し
て

「
保
護
者
や
地
域
住
民
の
要
望
の

多
様
化
や
長
時
間
労
働
、
複
雑
化

す
る
生
徒
指
導
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
重
な
っ
て
い
る
」
と
分
析
し

て
い
る
。

町
内
教
職
員
の
病
気
に
よ
る
長

期
休
職
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
６
ヶ
月
未
満

の
長
期
休
暇
取
得
者
の
実
態
と
教

職
員
の
健
康
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
て
い
る
か
。
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休
職
者
の
実
態
は
、
昨

年
度
か
ら
２
名
い
た
が
、
今
年
１

名
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在

で
は
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

健
康
管
理
面
は
、
出
退
校
時
に

健
康
不
安
を
は
い
・
い
い
え
の
形

で
記
録
し
て
も
ら
い
、
産
業
医
と

の
面
談
の
希
望
も
聞
い
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
教
職
員
の
希
望
が
あ

れ
ば
、
産
業
医
に
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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近
年
、
嫌

煙
権
の
主
張
が
強
く
な
り
、
公
共

施
設
内
で
の
禁
煙
は
当
た
り
前
と

な
っ
て
い
る
。
教
職
員
の
健
康
の

み
な
ら
ず
、
児
童
・
生
徒
へ
の
健

康
を
指
導
す
る
立
場
か
ら
も
、
禁

煙
は
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
喫
煙

す
る
教
職
員
が
い
る
場
合
、
児
童
・

生
徒
の
目
の
届
か
な
い
場
所
に
、

有
害
物
が
除
去
で
き
る
装
置
を
設

け
た
喫
煙
所
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
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施
設
内
で
は
禁
煙
と
し

て
お
り
、
児
童
・
生
徒
へ
の
影
響

は
無
い
と
考
え
て
い
る
。
来
校
者

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
玄
関
横
に

灰
皿
を
置
い
て
い
る
。

目
に
つ
く
と
こ
ろ
で
の
喫
煙
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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１
９
９
２

年
（
平
成
４
年
）
よ
り
同
報
無
線

の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
09
年
度
ま

で
に
区
加
入
世
帯
へ
の
配
布
が
原

則
終
了
し
、
10
年
度
か
ら
区
未
加

入
者
の
希
望
世
帯
へ
の
配
布
が
は

じ
め
ら
れ
た
。

同
報
無
線
・
戸
別
受
信
機
は
災

害
の
発
生
、
身
元
不
明
者
の
消
息

の
お
尋
ね
、
各
種
警
報
の
発
令
な

ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を
住
民

の
み
な
さ
ん
に
知
ら
せ
る
重
要
な

手
段
で
あ
り
、
多
く
の
住
民
が
重

宝
し
て
い
る
。

現
在
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
生
活

実
態
が
変
化
し
て
き
て
、
同
じ
敷

地
内
で
そ
れ
ぞ
れ
が
家
屋
を
持
ち

生
活
し
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
住

民
票
が
同
じ
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
１
世
帯
１
台
配
布
の

原
則
か
ら
、
配
布
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

戸
別
受
信
機
の
設
置
目
的
は
、

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
に
あ
る
。
必
要
と
す
る
世
帯

に
は
生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
配
布

を
す
べ
き
だ
。
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現
在
、
住
民
票
の
世
帯

で
判
断
し
て
１
世
帯
１
台
の
配
布

を
行
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
現
状

を
維
持
し
て
い
く
。
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現
在
配
布

し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
方
式
は
生
産

が
中
止
さ
れ
て
い
て
、
故
障
時
の

部
品
調
達
も
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
切
り

替
え
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
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現
在
使
用
し
て
い
る
同

報
無
線
設
備
は
20
年
を
経
過
し
て

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
ア
ナ
ロ

グ
方
式
は
生
産
が
中
止
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
受

信
機
し
か
調
達
で
き
な
い
。
完
全

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
は
、
現
在

使
用
し
て
い
る
す
べ
て
を
交
換
す

る
必
要
が
あ
り
、
莫
大
な
費
用
を

要
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ

両
方
の
電
波
を
出
せ
る
親
局
が
あ

る
の
で
、
来
年
度
よ
り
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。


